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新しい年が始まりました。
ふるさとを愛し、豊かな心を育てるまちを目指して、
地域・家庭・学校が一体となって頑張りましょう。

明けましておめでとうございます。

人権フェスタ２０１８“いかた”　～ 講演＆演奏『人権コンサート「あなたに会えてよかった」』　う～み　さん ～
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本
町
の

教
育
振
興
に
多
大
な
る
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

伊
方
町
教
育
委
員
会
は
、「
ふ
る

さ
と
愛
い
っ
ぱ
い
の
人
材(

人
財)

が
育
つ
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を

目
指
し
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、

文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
で
は
、
少
子
化
の
進

む
町
の
実
態
に
立
っ
て
、
保
育
所
、

小
・
中
学
校
、
高
校
と
の
「
縦
の

連
携
」
と
、
保
育
所
・
学
校
と
家

庭
や
地
域
と
の
「
横
の
連
携
」
の

強
化
を
図
り
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
求
め
ら
れ
る
「
生
き
る
力
」
の

育
成
に
重
点
を
お
い
た
教
育
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

  

学
力
向
上
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
で
五
年
目
と
な
る
「
学
校
の
教

育
力
向
上
推
進
委
員
会
」
を
組
織

し
、
中
学
校
区
ご
と
に
小
・
中
学

校
の
連
携
の
も
と
指
導
改
善
が
図

ら
れ
成
果
も
出
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
は
、

生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、
運
営
が

年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
る
中
、
再

編
や
連
合
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
が
、
適
切
な
対
応
策
の
確
立
は

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
内
唯
一
の
高
校
で
あ
る
三
崎

高
校
で
は
、
町
と
連
携
し
て
高
校

の
魅
力
化
と
地
域
活
性
化
の
シ
ナ

ジ
ー(

相
乗
効
果)

を
目
指
し
た
取

組
が
特
徴
的
で
す
。
ブ
ー
メ
ラ
ン

人
財
の
育
成
、
地
域
課
題
解
決

学
習
「
三
崎
お
こ
し
」
に
お
け
る

「
せ
ん
た
ん
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」、「
せ

ん
た
ん
ビ
ギ
ン
ズ
」、
さ
ら
に
は
公

営
塾
の
開
設
等
々
、
斬
新
的
で
幅

広
い
実
践
で
成
果
を
収
め
て
お
り

ま
す
。

　

社
会
教
育
で
は
、
地
域
の
特
性

を
生
か
し
な
が
ら
家
庭
・
学
校
・

地
域
の
連
携
を
図
り
、
豊
か
な
心

を
育
み
個
性
と
創
造
力
を
発
揮
で

き
る
「
人
づ
く
り
」
に
向
け
、
教

育
行
政
を
総
合
的
に
推
進
し
て
お

り
ま
す
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
の
自
発
的
な

学
習
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
青

少
年
の
健
全
育
成
を
促
進
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
心
豊
か
な
ふ
る
さ

と
づ
く
り
を
推
進
す
る
自
治
公
民

館
活
動
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」
の

具
現
化
に
向
け
て
の
人
権
・
同
和

教
育
の
実
践
的
な
推
進
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
面
で
は
、
関
係
事
業

の
充
実
を
図
り
、
町
民
の
健
康
保

持
・
増
進
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

体
力
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
む
機
会
の

提
供
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

恒
例
の
「
き
な
は
い
や
伊
方
ま

つ
り
」
で
実
施
さ
れ
る
子
ど
も
相

撲
教
室
に
つ
い
て
は
、
台
風
の
影

響
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
ス

ポ
レ
ク
祭
や
佐
田
岬
マ
ラ
ソ
ン
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
参
加
者
で
盛
り

上
が
り
、
こ
れ
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
・
振
興
に
よ
る
町
の
活
性

化
を
図
り
、
各
種
大
会
へ
の
参
加

等
に
つ
い
て
も
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
町
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
の
策
定
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等

を
も
と
に
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
を
め

ぐ
る
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
把
握

し
な
が
ら
、
生
涯
に
わ
た
る
ス
ポ

ー
ツ
習
慣
の
定
着
に
重
点
を
置
き
、

将
来
を
見
据
え
た
体
系
的
な
計
画

と
し
て
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
面
で
は
、
優
れ
た
文
化
に

接
す
る
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
文
化
活
動
の
支
援
や
文
化
の

振
興
・
交
流
促
進
を
図
る
ほ
か
文

化
財
の
保
存
・
活
用
に
努
め
、
個

性
豊
か
な
地
域
文
化
の
創
造
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

点
灯
百
周
年
を
迎
え
た
「
佐
田

岬
灯
台
」
は
、「
国
登
録
有
形
文
化

財
」
と
い
う
栄
誉
に
輝
き
な
が
ら
、

航
海
の
安
全
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
全
国
的

に
注
目
さ
れ
て
い
る
佐
田
岬
伝
統

の
「
裂
織
り
」
に
、
地
元
小
学
生

が
織
り
機
に
挑
戦
し
、
そ
の
文
化

を
学
ん
い
る
姿
が
注
目
を
集
め
ま

し
た
。

　

皆
様
に
は
、
今
後
と
も
教
育
行

政
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

謹
ん
で

 

新
年
の
お
慶
び
を

　 

申
し
上
げ
ま
す

謹
ん
で

 

新
年
の
お
慶
び
を

　 

申
し
上
げ
ま
す

教
育
長
職
務
代
理
者

　
　
　
山
口
千
穗

教
育
委
員

　
　
　
阿
部
勇
二

教
育
委
員

　
　
　
　
川
美
喜

教
育
委
員

　
　
　
阿
部
弘
喜
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11
月
25
日
（
日
）、
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
伊
方

支
部
主
催
の
「
ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１

８
」
を
開
催
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
41

名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
汗
ば
む
ほ
ど
の
陽
気
で
、
今
年

の
コ
ー
ス
は
、
九
町
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

ス
タ
ー
ト
し
、
中
央
農
道
を
通
り
、
亀
ヶ
池

を
折
り
返
し
て
、
ゴ
ー
ル
の
九
町
小
学
校
を

目
指
し
ま
す
。

　

ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
は
、
い
き
な
り
の
登

り
坂
で
、
少
し
ハ
ー
ド
と
な
り
ま
し
た
が
、

中
央
農
道
か
ら
見
え
る
宇
和
海
や
そ
の
島
々

そ
し
て
、
亀
ヶ
池
の
景
色
を
堪
能
し
な
が
ら

歩
き
ま
し
た
。

　

途
中
、
昼
食
会
場
の
二
見
地
区
体
育
館
で
は
、

歩
い
て
思
っ
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
俳
句

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
温

か
い
豚
汁
も
参
加
者
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
俳
句
の
審
査
結
果
と
歩
数

当
て
ク
イ
ズ
の
結
果
が
発
表
さ
れ
、
上
位
５

名
に
景
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
俳
句
審
査
は
、

「
町
見
野
の
花
句
会
」
の
方
に
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
も
と
に
、
各

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
毎
に
抽
選
も
行
わ
れ
、

当
た
っ
た
方
へ
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
心
地
よ
い
秋
を

感
じ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
佐
田
岬
の
秋
を
満
喫
」

　
　
　
　
　

  

〜 
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０
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０
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〜
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Ｔ
Ａ
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Ａ
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Ｔ
Ａ
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伊
方
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
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会

○俳句賞
　がんばるぞ　ふるさとウォーク　九キロだ 山上　和海
　どんぐりが　おちばの上を　ころころころ 小島　正人
　どんぐりの　宝石箱は　ポケットの中 小野　琴実
　八十才　完歩　バンザイ秋の風 上田　照美
　緑やゝ　残してくぬぎ　黄葉(もみじ)かな 川崎ヤス子
○歩数あてクイズ（古田支部長：14 , 4 5 4歩）
　①　１４,５００歩（＋４６歩） 梶田　幸子
　②　１４,８２０歩（＋３７０歩） 平家　由美
　③　１４,０５０歩（－４０４歩） 井村　桂子
　④　１５,０００歩（＋５４６歩） 林　　結唯
　④　１５,０００歩（＋５４６歩） 中村美智子　

第47回 伊方駅伝大会参加チーム募集!第47回 伊方駅伝大会参加チーム募集!第48回 伊方駅伝大会参加チーム募集!
※今年度からコースと募集人員が大幅に変わります！

【と　き】２月１７日（日）　小雨決行
　　　　  ・開会式　　　９時００分（中央公民館）
　　　　  ・スタート　　９時３０分（妙見橋）
　　　　  ・ゴール　　１０時1０分頃（役場前）　　

【構　成】１部　地域単位によるﾁｰﾑ
　　　　  ２部　高校生以上による男子ﾁｰﾑ
　　　　  ３部　小学生から中学生による男子ﾁｰﾑ
　　　　  ４部　女子によるﾁｰﾑ（小学生以上）
　　　　  ５部　フリー（制限なし）
　　　　  ※全部門５区間　小学校５年生から参加可能

【コース】妙見橋(役場前) ～ 大浜臨港道口折返し ～
　　　　  役場前 ～ 川永田ゴミ収集所 ～ 役場前
　　　　  全１０．９㎞

　　　　  ※選手への盛大な応援をお願いします。

【問い合わせ】
　伊方町教育委員会事務局　生涯学習室
　　電話３８－２６６１

　

11
月
23
日
（
金
）、
伊
方
町
民
会
館
４
階
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る

力
を
育
む
」
を
研
究
主
題
に
第
14
回
伊
方
町

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員

等
約
２
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
弓
削
田
健
介
（
放
浪
の
合
唱
作

曲
家
）
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
い
の
ち

と
夢
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
題
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
歌
や
ト
ー
ク
は
心
に
響
く
内
容
で
参

加
者
に
と
っ
て
は
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
き

た
と
き
の
願
い
や
期
待
感
を
思
い
出
す
良
い

機
会
と
な
り
、
今
後
の
子
育
て
に
つ
な
が
る

研
修
と
な
り
ま
し
た
。
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わくわくクラブに集まれー！！
中央公 民 館

10月　スライム作り10月　スライム作り

9月　花束作り9月　花束作り

11月　カレンダー作り11月　カレンダー作り

10月　ハロウィン
新聞紙でボーリング
10月　ハロウィン
新聞紙でボーリング

　

今
年
度
９
月
か
ら
新
し
く
始
ま
っ

た「
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
」は
、毎
月
１
・

２
回
、
水
曜
日
の
放
課
後
、
中
央
公

民
館
へ
遊
び
に
来
る
小
学
生
を
対
象

に
工
作
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
内
容
を

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
９
月
の

１
回
目
は
花
紙
で
花
束
を
作
り
、
お

世
話
に
な
っ
た
方
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

と
し
ま
し
た
。
２
回
目
は
風
船
で
遊

ん
だ
り
、
簡
単
な
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

を
し
ま
し
た
。

　

10
月
の
１
回
目
は
、
子
ど
も
達
の

希
望
で
ス
ラ
イ
ム
作
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
自
分
好
み
の
硬
さ
に
調
節
す

る
の
に
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
。
２
回

目
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
関
係
の
工
作
や

ゲ
ー
ム
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
11

月
は
来
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
を
し

ま
し
た
。
12
月
は
年
賀
状
作
り
で
す
。

　

案
内
は
中
央
公
民
館
に
掲
示
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
色
々
企
画

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
子
ど
も

達
、
遊
び
に
き
て
ね
ー
♪

新春行事のご案内新春行事のご案内 三崎公 民館
　昨年は公民館事業に対しまして、格別のご理解とご協力を賜り誠にありがとうございました。
今年も新春早々、盛りだくさんの催しを準備しております。是非ご参加いただいて１年の計をた
てられてみては、いかかでしょうか？

第40回　健康マラソン＆ウォーキング大会
○日時　平成31年１月３日（木）　　
○場所　三崎支所前（スタート・ゴール）
○受付　午前9時～
○コース
　【マラソンの部】
　 ・ 1.5kmコース 高浦（みつけ浜付近）折返し
　 ・ 3.0kmコース 高浦（堀田建設付近）折返し
　 ・ 5.0kmコース 佐田（神社付近）折返し
　【ウォーキングの部】
　 ・ 3.0kmコース 高浦（堀田建設付近）折返し
※中学生以下はゴールの後、お楽しみ抽選会があります

新春書初め大会
○日時　平成31年１月７日（月）午前９時30分～
○場所　三崎支所　２階多目的会議室
○講師　五　島　義　長　先生
○参加者持参物
　　　習字道具（筆、下敷き、文鎮など）
　　　半紙・墨は不要

ドライバーの皆様
健康マラソン＆ウォーキング大会及び三崎駅伝
大会時には選手への安全配慮を、よろしくお願
いします。

第５０回　三崎駅伝大会　
○日　時　平成３１年１月２０日（日）
　　　　　開会式　　佐田岬はなはな　午前８時50分
　　　　　スタート　旧佐田岬小学校前　午前９時30分～
○コース　旧佐田岬小学校前～三崎～大佐田～三崎支所前
○参加種別（各部門 5区間）
　・中学校男子の部・中学校女子の部・高校男子の部
　・一般の部　　　・一般女子の部　・小学生の部
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11
月
20
日
（
火
）、
三
崎

小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

会
場
に
「
西
宇
和
郡
小
学

校
サ
ッ
カ
ー
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
手
の
人
数
に
よ
っ
て

Ａ
ゾ
ー
ン
・
Ｂ
ゾ
ー
ン
に

分
か
れ
、
大
勢
の
声
援
の

中
、
各
ゾ
ー
ン
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

試
合
結
果
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

日
頃
の
練
習
成
果
を
発
揮
！
西
宇
和
郡
小
学
校
サ
ッ
カ
ー
大
会

日
頃
の
練
習
成
果
を
発
揮
！
西
宇
和
郡
小
学
校
サ
ッ
カ
ー
大
会

【Ａゾーン優勝】
三崎小学校

【Bゾーン優勝】
大久小学校

三机

0ー12 大久水ヶ浦

伊方

0 ー 5

0
ー
4 3

ー
4 0

ー
8 2

ー
7

三崎九町

体育功労者、文化功労者表彰の該当者は申請を！体育功労者、文化功労者表彰の該当者は申請を！（１月２５日（金）まで）（１月２５日（金）まで）

　２月24日開催の伊方町生涯学習推進大会で体育功労者、文化功労者表彰を行います。次の表彰基準に該当さ
れる方は、教育委員会に備え付けの申請書に関係資料を添付し、１月２5日（金）までに提出をお願いします。
詳細についてはお問い合わせください。
　
【表彰基準　】
　対象者は、伊方町民又は本町出身者で、原則として次の各号のいずれかに該当する方です。
　体育功労者
　（１）個人　・個人競技で国、県、公益財団法人日本体育協会が主催又は後援している大会の県大会優勝者
 　　 　　　　・個人又は団体競技の選手として県予選を経た四国大会以上の出場者
　（２）団体　・団体競技で国、県、公益財団法人日本体育協会が主催又は後援している大会の県大会優勝ﾁｰﾑ
　　　　　　　・県予選又は推薦を経た四国大会以上の出場チーム
　（３）個人、団体を問わず国際大会出場者
　文化功労者
　（１）個人、団体を問わず国、県が主催又は後援している県大会等において優勝又は最優秀賞を受賞した者
　（２）個人、団体を問わず県予選等を経た四国大会等以上の出場者又は出品者で優秀な成績を収めたもの
　（３）個人、団体を問わず国際大会等の出場者又は出品者

【対象期間　】　平成３０年１月１日～平成３０年１２月３１日の間に開催された大会
【申請書備付】　生涯学習室、瀬戸公民館、三崎公民館、町ホームページ
【問い合わせ】　伊方町教育委員会事務局　生涯学習室　電話３８－２６６１

　

11
月
29
日
（
木
）、
伊
方
町
民
会
館
で
伊
方
町

小
中
学
校
音
楽
発
表
会
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催
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ま
し
た
。
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は
、
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崎
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机
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校
と
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伊
方
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瀬
戸
中
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
部
が
合
同
で
演
奏
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ま
し
た
。
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学
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授
の
市
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よ
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で

は
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５
０
０
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コ
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ミ
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楽
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介
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れ
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校
の
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歌
が
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さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
の
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表
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
良
さ
を
活
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し
た
素
晴
ら
し
い
内
容
で
、
児
童
生
徒
は
も
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よ
り
、
見
に
来
た
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
合
唱
や
演

奏
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

小
中
学
校
音
楽
発
表
会

小
中
学
校
音
楽
発
表
会
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伊方町立学校特別支援教育支援員募集伊方町立学校特別支援教育支援員募集

伊方町教育振興補助事業のお知らせ伊方町教育振興補助事業のお知らせ

１．応募要件
　　①地方公務員法第１６条各号のいずれにも該当し
　　　ない者
　　②普通自動車免許を取得している者
　　③特別支援教育の充実に意欲のある者
　　④町内に住所を有している者

２．募集職種及び採用予定人員等
　　採用予定人員　１０名程度
　　期　間　　採用から平成３２年３月３１日
　　　　　　　（継続あり）
　　勤務先　　教育委員会が指定する学校
　　勤務形態　伊方町学校管理規則第４条で定める休
　　　　　　　業日以外の日で学校長が必要と認めた
　　　　　　　時間（１日８時間以内）
　　職務内容　伊方町立学校特別支援教育支援員設置
　　　　　　　要綱第３条第１項に定められた職務
　　　　　　　（障がいを持つ児童・生徒への支援）
　　賃金等　　時給９２０円
　　　　　　　（職員に準じて通勤手当あり）
　　　　　　　社会保険及び労災保険等に加入予定

　支援の必要な児童・生徒一人ひとりのニーズに応じた適切な教育を実施するためのサポートを充実し、

豊かな学校生活を過ごせることを目的として、支援員を募集いたします。

　本町では、従来の小中学校入学経費助成事業を見直し、小中学校及び高等学校に入学又は就職する児童・生徒

に対する奨励及び支度金並びに保護者の負担軽減を図るため、以下のとおり教育振興補助事業を実施します。

○　補助対象者

　　平成３１年度に入学又は就職する児童・生徒の保護者とする。

○　補助額

　　（１）小学校及び中学校に入学予定の者　３万円

　　（２）高等学校に入学又は就職予定の者　５万円

○　補助の方式

　　地域商品券により、町内の商店・事業所で利用する。

　　　※平成３１年2月末頃までには配布予定

○　その他

　　詳細については、伊方町教育委員会事務局学校教育室へお問い合わせください。

　　お問い合わせ先　（０８９４）３８－２６６０

３．試験日　　　平成３１年２月下旬
　　試験会場　　伊方町役場　３階　会議室他
　　試験内容　　書類審査及び面接

４．申し込み方法等
　　①必要書類　
　　・履歴書及び普通自動車運転免許証の写し
　　・介護に関する資格や教員免許等の写し
　　　(資格を持っている場合)
　　②申込期限
　　　平成３１年１月３１日(木)
　　③申込先・問い合わせ先
　　　〒796－0301 西宇和郡伊方町湊浦1993番地1
      　伊方町教育委員会　学校教育室　(役場３階)
　　　電話　０８９４－３８－２６６０

５．採用通知等
　　①採用通知　　平成３１年３月中旬
　　②採用年月日　平成３１年４月１日
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児遊館からのお知らせ児遊館からのお知らせ児遊館からのお知らせ

１月１２日（土）　DVD上映会を行います。
○場　　所　３階　児遊館内
○上映時間
　１回目　１０：００～ 　２回目　１４：００～

１月２６日（土）   １４：００～  工作教室を行います。             
　
※参加費は無料です。
※写真は、イメージです。

●工作教室

【お問い合わせ】
　伊方町生涯学習センター内　児遊館　３８－2668

リトルモンスター
●DVD上映会

作ってあそぼう！
「ペーパー芯で作る
　　　　　　　オニのでんでんだいこ」

お調子者、キマジメさん、わんぱく、くいしんぼう、遅刻魔、汚し魔、
知ったかぶり・・・　大人たちを悩ます暴れん坊、だけど憎めない。
そんな魅力溢れるキャラクターたちが大暴れ！！

平成31年  成人講座のご案内平成31年  成人講座のご案内
  成人講座は大厄といわれる３３年齢の女性、４２年
齢の男性、並びに還暦６１年齢の男女が一堂に集い、
学習や交流の場を通じて、より充実した人生を送るた
めの今後の生活設計や家庭、町づくりを考える意義深
い日とすることを目的としています。同級生と再会す
る機会にもなります。多数のご参加をお待ちしています。　
◇日　時　平成31年２月３日（日）
　　　　　10:00 ～ 13:30（受付　9:30 ～）
◇場　所　生涯学習センター　５階
◇内　容　・健康相談・血圧測定（9:30 ～ 9:55）
　　　　　・合同厄払い神事、記念写真撮影
　　　　　・開会行事、講話、懇親会　
【対象者】
33年齢　昭和62年4月2日～昭和63年4月1日生まれの女性
42年齢　昭和53年4月2日～昭和54年4月1日生まれの男性
61年齢　昭和34年4月2日～昭和35年4月1日生まれの男性・女性
※対象者の方には住民基本台帳により調査し、個別
にご案内しております。

【問い合わせ先】
　伊方町教育委員会事務局　生涯学習室
　電話　38－2661

伊方町社会教育委員の募集
　伊方町教育委員会では、町民のご意見を各種社会
教育施策に反映させるため、伊方町社会教育委員を１
名募集します。
　応募されます方は、次の事項に留意し教育委員会
事務局生涯学習室・瀬戸・三崎公民館に備え付けの「社
会教育委員応募申込書」により、お申し込み下さい。
多くのご応募をお待ちしています。

◆募集人員　　　１名
◆募集期間　　　１月７日(月)～２月28日(木)
◆委員会の概要（委員の役割） 
　・町の社会教育に関する意見、提言等
　・任期：平成31年４月１日から２年間(継続あり)
　・会議開催：年３回程度
◆応募資格　　　２０歳以上の町内在住者
　　　　　　　　（議員・公務員を除く）

（注）結果は、応募された方に通知します。

【問い合わせ】
　伊方町教育委員会事務局　生涯学習室
　　電話３８－２６６１
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…おはなし会 …休館日

1月 図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

30 31

1

8

15

22

29

ピップスおはなし会のご案内ピップスおはなし会のご案内ピップスおはなし会のご案内ピップスおはなし会のご案内
～ 1月のおはなし会 ～

日時 ： 12日（土）・26日（土）
　　　午後1時30分～
場所 ： 図書館　おはなしコーナー
対象 ： どなたでも参加できます♪

絵本や紙芝居など、たのしいおはなしを
聞かせてくれるよ。みんな、きてね！

　11月12日から16日までの５
日間、伊方中学校の２年生２名
が職場体験を行いました。今年
は年に１度の蔵書点検と重なっ
たため、約７万５千点の蔵書を
職員と一緒に点検しました。今
回二人が作成した「おすすめの
本紹介」をカウンター横で展示
しています。ぜひご覧ください。

中学生職場体験！！

新着図書

『草々不一』 朝井　まかて／著
『ショートショート美術館』 
 太田　忠司／著、田丸　雅智／著
『そこにいるのに』 似鳥　鶏／著
『常設展示室』 原田　マハ／著
『愉楽にて』 林　真理子／著
『人生のピース』 朝比奈　あすか／著
『介護士K』 久坂部　羊／著
『曙光を旅する』 葉室　麟／著
『夏井いつきのおウチde俳句』 夏井　いつき／著
『おばちゃん介護道』 山口　恵以子／著
『まっすぐしなやかに働くしごとの「わ」術』
 チームしごとのわ／著
『裂織りでつくるバッグ』 松永　治子[ほか] ／著
『咲くとうれしい!やさしい山野草』 主婦の友社／編
 ほか

『とろとっと』 内田　麟太郎／文、西村　繁男／絵 
『カどこいった?』 鈴木　のりたけ／作・絵
『さかなちゃん』 平田　昌広／作、平田　景／絵 
『二年二組のたからばこ』 山本　悦子／作
『オリンピックのおばけずかん』 斉藤　洋／作
『昨日のぼくのパーツ』 吉野　万理子／著
『はらぺこゾウのうんち』 藤原　幸一／写真・文
『どっちが強い!?ヒクイドリvsカンガルー』
 今泉　忠明／監修
『転校生は忍者?!』 もとした　いづみ／作
『トンネルの向こうに』 マイケル・モーパーゴ／作
『グレッグのダメ日記 13』 ジェフ・キニー／作
『花・木の実・藍・野菜・葉っぱのかんたん染めもの』
 春田　香歩／著
 ほか

新しく購入した本は右記の図書館ホームページからもご覧いただけます。URL:http://www.town.ikata.ehime.jp/site/tosyokan/

《一般書》 《児童書》
『それでも空は青い』

荻原　浩／著
《内容紹介》
バーテンダーの僕は、看護師の彼女に恋
をした。彼女との距離が縮まらないのは、
彼女が“牛男”と暮らしているせいで…。
人づきあいに悩む背中をそっと押してく
れる７つの物語。

『徂徠どうふ』  宝井　琴調／文
ささめや　ゆき／絵

《内容紹介》
とうふ屋の七兵衛さんが出会ったお
さむらいさんは、毎日とうふを一丁ず
つ、なにもつけずにぺろりとたいらげ
てしまいます。ところが…。読み聞か
せの楽しさを味わえる講談絵本。

利用案内
 ■開館日時／火曜日～日曜日　午前 9 時 30 分～午後 6 時
 ■休　館　日／毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日も）
 　　　　　　祝日・月末図書整理日・年末年始・蔵書点検日
 ■返却について
 　町見公民館・瀬戸町民センター・三崎公民館で図書と雑誌
　の返却ができます。
  伊方町立図書館（伊方町生涯学習センター2階）
  愛媛県西宇和郡伊方町湊浦 1992 番地
  TEL（0894）38-0607
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佐田岬半島の自然
スライド上映会
佐田岬半島の自然
スライド上映会

野坂貝塚から出土した
骨や貝の調査をしました！
野坂貝塚から出土した
骨や貝の調査をしました！

1月23日（水）19時～
今月のテーマ

「イノシシにまつわる干支セトラ」
※入場無料・お気軽にお越しください。

１月２６日は文化財防火デー！
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こ
の
組
頭
が
各
地
そ
れ
ぞ

れ
誰
だ
っ
た
の
か
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
表
は
現
段
階
で

の
一
覧
で
す
が
、
途
中
で
組

頭
が
替
わ
っ
た
地
区
も
あ
れ

ば
、
網
元
等
と
混
同
し
て
位

置
づ
け
が
不
明
だ
っ
た
り
、

現
在
で
い
う
苗
字
が
不
明

だ
っ
た
り
と
、
ま
だ
ま
だ
課

題
が
残
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

家
系
が
あ
る
程
度
判
明
し
て

い
る
お
家
も
あ
り
、
中
に
は

当
時
の
家
屋
ま
で
残
っ
て
い

る
貴
重
な
お
宅
も
存
在
し
ま

す
。

　

佐
田
岬
半
島
の
歴
史
を
見

る
上
で
ご
く
基
礎
的
な
こ
と

で
す
が
、
町
内
全
域
で
見
る
と
、

ま
だ
ま
だ
意
外
に
分
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
の
情
報

提
供
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
今
後
も
引
き
続
き
調
査

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

参
考
文
献
・
各
旧
町
誌
ほ
か

佐
田
岬
の
組
頭

◆ 今月のきょうどかん ◆◆ 今月のきょうどかん ◆

＝休館日＝夜スライド上映

　12月７～９日、広島大学総合博物館埋蔵
文化財調査部門の石丸恵利子先生（動物考
古学）にお越し頂き、正野の野坂貝塚から
発見された獣骨・魚骨・貝類など約４８０
点を精査していただきました。イノシシや
シカ・ウサギなど、さまざまな生き物たち
が太古の人々の食事になっていたんですね。
町見郷土館では町内の出土遺物の目録作成
を目指しています。将来は野坂貝塚等の正
式な発掘調査も行いたいですね！

主な庄屋家 主な組頭家 主な組頭家

二宮→
　兵頭

正野 　

三
崎
浦

串 結城
与侈 小田

三崎 東組 結城
西組 阿部

高浦 加藤
佐田 加藤
大佐田 宇都宮
井野浦 宇都宮  池上
名取 梶原  是澤
二名津（二間津） 兵頭
明神 小田
松 宇都宮
平礒 梶原
大久 三好
田部 三好

三
机
浦

井上→兵
頭→菊池

高茂 　
土居

神崎（島崎） 梶原  土居
川之浜 阿部
小島 小原
志津 是澤
大江 井上

三机 東組 二宮
西組 兵頭

足成 二宮
塩成 阿部

主な庄屋家

二
見
浦

野田→
　二宮

清水？加周

浜組？
台組？
古屋敷組
田之浦組

大成 　
鳥津 　

九
町
浦

阿部
（安部） 九町

浜組 竹内

奥組？ 渡辺

伊
方
浦

佐々木→

豊之浦（宿名浦） 2軒？）
川永田
中浦 矢野
小中浦 阿部
亀浦（茅浦） 井上
伊方越
河内 渡邉
湊浦（佐瀬部） 清家？宇都宮？
仁田之浜 渡辺
中之浜
大浜 矢野

2018年12月現在、町見郷土館調べ（適宜改訂します）
正野は幕末期から入植。高茂は天和2年小島から田部に編入。大成・
鳥津は江戸後期以降に開拓

本浦

主な組頭家

2019年 1月
日 月 火 水 木 金 土

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

30 31

1

8

15

22

29
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人
権
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８ 

〝
い
か
た
〞

人
権
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８ 

〝
い
か
た
〞

〜 

目
指
そ
う
、
人
権
文
化
の
創
造 

〜

　

伊
方
中
学
校
３
年
生
の
谷
村

大
樹
さ
ん
は
『
命
の
重
み
』、

同
３
年
生
の
井
上
飛
鳥
さ
ん
は
、

『
僕
た
ち
と
福
祉
の
関
わ
り
』、

同
１
年
生
の
井
上
和
奏
さ
ん
は
、

『
共
に
生
き
る
』
に
つ
い
て
発

表
し
、
生
き
て
い
る
こ
と
や
支

え
合
う
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
、

体
の
不
自
由
な
人
が
不
安
な
く

過
ご
せ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

の
大
切
さ
を
伝
え
、
心
打
た
れ

る
内
容
で
し
た
。

　

次
に
、
各
中
学
校
に
よ
る
人

権
学
習
の
発
表
で
は
三
崎
中
学

校
が
『
あ
り
が
と
う
の
花
』
と

題
し
て
、
地
域
の
高
齢
者
と
の

交
流
、
瀬
戸
中
学
校
が
『
人
権

ソ
ン
グ
「
翔
〜
輝
く
空
へ
」
の

発
表
』
と
題
し
て
、
日
常
の
生

活
の
中
で
工
夫
し
た
活
動
の
発

表
や
人
権
ソ
ン
グ
の
合
唱
、
そ

し
て
、
伊
方
中
学
校
が
『
渋
染

め
一
揆
の
勇
気
あ
る
行
動
』
と

題
し
て
、
中
学
生
学
習
会
で
学

ん
だ
渋
染
め
一
揆
等
に
つ
い
て

の
内
容
で
し
た
。
各
中
学
校
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
で
周
囲
へ
の

温
か
い
接
し
方
や
年
齢
を
超
え

た
仲
間
づ
く
り
、
ま
た
自
ら
考

え
行
動
す
る
勇
気
の
大
切
さ
を

学
べ
た
こ
と
を
訴
え
て
い
ま
し

た
。

　

最
後
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
の
「
う
ー
み
」
さ
ん
の

講
演
＆
演
奏
で
は
、『
人
権
コ

ン
サ
ー
ト
「
あ
な
た
に
会
え
て

よ
か
っ
た
」』
と
題
し
て
、
悩

み
が
あ
る
と
き
は
一
人
で
悩
ま

ず
、
周
り
の
助
け
を
得
る
こ
と

が
大
事
で
あ
り
、
今
で
き
る
こ

と
を
後
回
し
に
し
な
い
、
で
き

な
く
な
っ
た
こ
と
を
引
き
ず
ら

ず
に
、
前
向
き
に
生
き
て
欲
し

い
と
い
う
内
容
で
し
た
。
障
が

い
を
抱
え
な
が
ら
も
歌
を
交
え

て
、
明
る
く
訴
え
か
け
る
「
う
ー

み
」
さ
ん
に
参
加
者
も
力
を
も

ら
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

参
加
者
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、

今
回
の
人
権
フ
ェ
ス
タ
を
通
し

て
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て

改
め
て
考
え
る
良
い
機
会
と

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

12
月
９
日
（
日
）、
伊
方
町

民
会
館
で
人
権
フ
ェ
ス
タ
２
０

１
８
〝
い
か
た
〞
を
開
催
し
、

約
４
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
人
権
フ
ェ
ス
タ
は
、

伊
方
堂
々
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
の
力

強
い
演
奏
で
開
幕
し
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
で
は
、
高
門
町
長

の
開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
伊
方

町
の
平
成
30
年
度
人
権
作
品
で

入
賞
さ
れ
た
18
名
の
方
が
紹
介

さ
れ
、
代
表
し
て
、
三
崎
高
校

の
大
西
佑
佳
さ
ん
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

人
権
作
文
で
入
賞
さ
れ
た
皆

さ
ん
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

谷村大樹さん谷村大樹さん井上飛鳥さん井上飛鳥さん井上和奏さん井上和奏さん

三崎中学校の発表三崎中学校の発表

『スポセンプール無料の日』
※プール無料券※　

　１月６日(日)に下の用紙を持参された方は、伊方ス
ポーツセンタープールが無料でご利用頂けます。

①小学３年生以下のお子様
は必ず保護者の方と一緒
に遊泳してください。
②大人一人につき子供２名
までです。
③体調を考えて無理なご利
用はご遠慮下さい。
④必ずこの券をご持参下さ
い。

キリトリ

伊
方
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
無
料
券

伊
方
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
無
料
券

お
年
玉『1月スポセン休館日のお知らせ』

○年始休館
　１月１日(火) ～３日(木)　
○通常休館
　１月７日(月)・15日(火)・21日(月)・28日(月)

以上お間違えのないようお願いいたします。

『新年のご挨拶』
　旧年中は、伊方スポーツセンターをご利用いただき、

誠にありがとうございました。

　本年も宜しくお願い申し上げます。スタッフ一同皆

様のご来館を心よりお待ちしております。

　新年は、1月4日（金）より通常通り営業致します。
☆利用人数：この用紙１枚で３名まで利用可能です。
☆時　　間：9:00 ～ 12:00の間の１時間
☆注　　意

お問い合わせは、伊方スポーツセンター　電話３８－１１００または３８－０７７６へ
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渡
辺
日
出
子

　
　
　
　
　
　
　
　

石 

井 

義 

夫

　
　
　
　
　
　
　
　

山 

嵜 

美 

喜

　

上
田
サ
チ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　

井 

上 

良 

枝

　

　
　
　
　
　
　
　
　

上 

田 

幸 

香

　
　
　
　
　
　
　
　

上 

田 

益 

男

　
　
　
　
　
　
　
　

二
宮
壽
賀
子

　

　
　
　
　
　
　
　
　

宇
都
宮
睦
子

　

　
　
　
　
　
　
　
　

木 

戸 

悦 

子

　
　
　
　
　
　
　
　

足 
利 
敦 
子

篠 

川 

光 

加

高 

橋 

純 

子

伴　

  

翔 

子

山 

内 

智 

子

北　　
　

英　
治

福  

岡 　

博

吉 

見 

福 

子

伊 

藤 

植 

美

井
上
奈
津
子

佐
々
木
順
子

藤
村
冨
士
子

毛 

利 

光 

子

阿
部
ヨ
シ
子

松　
本　
光　
子

宮
部
タ
ミ
ヱ

玉　
里　
宏　
子

平　
尾　
由　
賀

宮
本
喜
美
子

加　
藤　
尚　
子

上
本
タ
ケ
子

山　
本　
幸　
子

中
村
ま
ゆ
み

山
畑
と
み
子

宮
部
由
美
子

山 

本 

久 

吉

中 

村  　

孝

梶 

谷 

栄 

一

髙　
月　　
　

仁

俳
　
句

俳
　
句

伊
方
俳
句
会

北
斗
の
会

あ
み
だ
句
会

瀬
戸
句
会

畑
に
ゐ
る
夫
に
弁
当
小
春
道

年
の
瀬
に
雲
を
掴
む
と
宝
く
じ

余
生
今
大
き
な
夢
持
つ
冬
木
の
芽

老
い
し
我
思
ひ
出
楽
し
年
の
暮

掃
く
こ
と
が
日
課
や
木
の
葉
し
ぐ
れ
か
な

　

束
ね
野
菊
生
け
し
玄
関
香
の
満
ち
し

密
柑
終
え
テ
レ
ビ
さ
じ
き
に
老
二
人

嬰
児
の
小
さ
き
爪
切
る
冬
日
向

我
が
庭
や
所
狭
し
と
石
蕗
の
花

矢
を
放
つ
少
女
眩
し
き
初
稽
古

皇
帝
ダ
リ
ア
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
へ
花
そ
え
て

山
里
は
石
蕗
真
っ
盛
り
海
青
し

冬
が
来
て
い
で
つ
く
寒
さ
春
恋
し

「
元
気
か
な
」
孫
か
ら
届
く
年
賀
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
夕
の
冷
え
が
厳
し
や
年
を
越
す

年
惜
し
む
空
屋
に
か
ら
む
蔦
紅
葉

忙
し
な
き
平
成
最
後
の
冬
ご
も
り

岬
の
は
て
今
年
も
な
る
か
雪
景
色

秋
深
し
悲
喜
こ
も
ご
も
の
名
簿
か
な

大
根
煮
届
け
る
人
の
今
は
亡
く

波
止
釣
り
や
メ
ニ
ュ
ー
あ
れ
こ
れ
冬
う
ら
ら

「
ス
ケ
ー
ト
よ
」
溢
る
る
若
さ
夜
長
か
な

彼
岸
花
言
い
た
き
こ
と
も
口
噤
む

お
陰
様
一
病
卒
業
秋
う
ら
ら

乾
盃
の
村
人
集
う
感
謝
の
日

軒
下
に
柿
を
つ
る
し
て
冬
に
入
る

妹
を
囲
ん
で
い
た
だ
く
み
ん
ま
膳

父
の
忌
や
皆
急
ぎ
足
秋
の
暮

冬
の
鍋
あ
た
た
か
け
れ
ば
至
福
な
り

ゆ
く
秋
に
宮
で
ひ
と
り
の
コ
ン
サ
ー
ト

み
か
ん
う
れ
袋
包
み
に
丹
生
こ
め

無
理
せ
ず
に
自
分
に
合
っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ

藷
堀
り
を
猪
よ
り
も
先
が
け
る

秋
晴
に
ば
あ
ば
二
人
で
日
向
ぼ
こ

紅
葉
や
二
十
二
年
目
あ
り
が
た
き

紅
葉
の
落
葉
ま
じ
り
の
歩
道
行
く

石
垣
に
逞
し
く
咲
く
野
菊
花

紅
葉
や
母
校
の
庭
に
磯
ち
ど
り

里
山
は
た
だ
静
か
な
り
秋
曇
り

と
し

よ
せ
い
な
お
お
お

は

こ
ゆ
め
も

ふ
ゆ
き

め

せ

く
も

つ
か

た
か
ら

た
ば

み
ど
り
ご

ば

つ　

 

わ

つ　

わ

ま
ぶ

せ
わ

ひ  

き

あ
ふ

つ
ぐ

た
く
ま い

の
し
し

は
つ
げ
い
こ

ぎ　

く


